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指導の重点

・社会的事象に関する基礎基本の定着をはかる。

・指導内容、板書の構造化を図り、反復学習に取り組ませる。

・各時代の内容をまとめ、的確に表現できるようにさせる。

・言語活動を通して考察を深めさせる。

指導計画
評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 関心・意欲 社会的な思考 資料活用の 社 会 的 事 象 評価 モジュー

態度 判断・表現 技能 の知識・理解 方法 ルの内容

４ ５節 南アメリカ州 ①南アメリカ州の自然 ①南アメリカの特徴的な ①南アメリカの自 ①南北に長い大陸 ＊発言

月 ・南アメリカ州をながめて 環境，産業，生活・文 地域である，アマゾン川， 然環 境の特色を，の自然，交じり合う文 南アメリカ州

・自然環境と共生する人 化，歴史的背景などの 森林，草原の各地域でさ 様々な資料の関連 化，都市と産業の ＊ グル ー オ セ アニ ア

々 特色について学習する かんな産業を説明してい 付けから読み取っ 発達などの特色を プ 学 習 州

・開発の進行とその影響 中で，特に開発の進展 る。 ている。 概観し，理解して の発表・

と環境問題に関心を持 ②アマゾン地域の開発や，アマゾン川流域の いる。 まとめ

５ ち，設 定された学習テ 食料・エネルギーの増産 自 然 環 境 の 特 色

月 ーマを意欲的に追究し のための開発によって起 を，様々な資料の ＊発表

ようとしている。 きた環境問題に共通する 関連付けから読み

原因を論述したり，意見交 取っている。 ＊ 授 業 ま

換したりしている。 とめ

③アマゾン地域の開発や，

食料・エネルギーの増産 ＊レポート

のための開発によって起 提出

きた環境問題に共通する

原因を論述したり，意見交 ＊提出物

換したりしている。

＊ 定 期 考

６節 オセアニア州 ①オセアニアを概観す ①オーストラリアからアジ ①オーストラリアの ①乾燥大陸と島々 査

・オセアニア州をながめて る中で，アジアとの結び アへの輸出が増えた理由 農牧業や鉱産資源 からなる自然，先住

・資源によるアジアとのつ 付きに関心を持ち，そ を説明している。 の特色を，様々な 民の文化，観光や ＊小テスト

ながり の過程を意欲的に追究 資料の関連付けか 貿易を中心とした

・人々によるアジアとのつ しようとしている。 ら読み取っている。 産業などの特色を

ながり ②観光客が増加するな 概観し，理解して

ど，日本とのかかわりが いる。

深いオセアニアの自然

に関心を持っている。

第４章 ・調査テーマを決めよう ①学習した地理的事象 ①世界の様々な地域又は ①人々の伝統的な ①世界の様々な地 世界のすが

世 界 の さま ・調査の準備をしよう や日常の生活、報道な 国の人々の暮らしの地域 生活と文化、自然 域 の 調 査 につい た

ざまな地 域 ・調査しよう① 国の調査 どによる話題などの地 的特色について、その共 的条件や社会的条 て、位置や環境条

の調査 ・調査しよう② 地域の調 理 的事 象 に関心 を高 通性や異質性など多面的 件、歴史的背景、 件、人間の営みな

査 め、設 定した課題を意 ・多角的に考察し、なぜそ 他地域との共通性 どと関連付けて考

・調査のまとめをしよう 欲的に追究し、とらえよ のような多様な生活を営 や異質性、結び付 察し、調査した地

・調査の発表をしよう うとしている。 んでいるのかを論述や図 きなどに着目して、 域の地域的特色を

②設 定した課題の解決 表などで適切に表現して 調査対象の地域的 理解し、その知識

に向けて、世界の様々 いる。 特色に関する資料 を身 に 付 け てい

な地域の調査を行う際 ②世界の様々な地域の調 を収集している。 る。

の視 査を行う際の視 点や方法 ②収集した各種の ②世界の様々な地

点や方法を基に地域を を多面的・多角的に考察 地図や資料から、 域 の 調 査 につい 世界各地の

調査し、地域的特色を し、調査活動の過程やそ 有用な情報を適切 て、地域調査を行 世界の諸地

明らかにすることに関 の結果を適切に表現して に選択し、その地 う際の視 点や必要 域（１）

心を高め、それを意欲 いる。 域的特色について な資料の所在、様

的に追究し、とらえよう 読み説き、関連付 々な地図の多様な

としている けながら整理して 活用の仕方、調査

いる。 結果をまとめる際

③調査結果のまと の基本的な記述の

めの学習活動にお 仕方について理解

いて、統計資料を し、その知識を身

地図上に適切に表 に付けている。

現したり、地図を活

用してその内容を
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示したりするなど、

適切に表現してい 世界の諸地

る。 域（２）

④調査結果の発表

において、発表方

法 を適 切 に選 択

し、内容をわかり

やすく発表してい

る。

６ 第２編 ・日本の位置を調べよう ①日本の国土に対する ①日本の位置と領域の特 ①地球儀や世界地 ①世界的な視野か

月 ・日本の領域の特色を見 関心を高め、日本の位 色を、世界的な視 野から 図を活用して、簡 ら日本の領域の特 世 界 か らみ

日本のさま てみよう 置と領域、都道府県の 多面的・多角的に考察 単な時差の計算が 色 と変 化 を理 解 た日 本 の す

ざまな地域 ・各国の標準時と日本と 構 し、簡単な説明文にまとめ できる。 し、その知識を略 がた（１）

の時差 成と地域区分を意欲的 るなど適切に表現してい ②日本の略地図を 地図に描くことがで

第１章 ・いろいろな見方で都道府 に追究し、日本の地域 る。 自分なりに工夫し きる。

日本のすが 県を見よう 構成を大まかにとらえ ②標準時と時差のしくみを て描いている。 ②標準時と時差の

た ・日本をいくつかの地域に ようとしている。 通して、地球上における ③日本の地域構成 しくみについて理

分けよう ②日本の略地図を自分 日本と世界各地との位置 を、地図を活用し 解し、その知識を

なりに工夫して描く活動 関係をとらえている。 て適切にとらえて 身に付けている。

に意欲的に取り組んで いる。 ③都道府県と県庁

いる。 所在地の名称と位

置を地図上で確実

に 身 に 付 け てい

る。

第２章 １節 ①四季の変化に地 ①ときに生命や財産を奪 ①地球儀、地図（一 ①世界的視野から 世 界 か らみ

・世界から見た日本の自 域差があるなど、日本 い、人々の生活に影響を 般図や主題図）、統 見て日本は山脈の た日 本 の す

世 界 か ら見 然環境 の地形や気候 及ぼす自然災害を、日本 計資料などから、連なる造山帯に位 がた（２）

た日本のす ・日本の山地と海岸 は、世界各国と比較し の自然環境や人間活動と 日本の地形の特色 置し、季節風の影

がた ・日本の川と平野 て複雑であることに関 関連付けて、多面的・多 や気候区の分布を 響を強く受けてい

・世界から見た日本の気 心を持ち、意欲的にとら 角的にとらえ、災害を防止 読み取ったり、白 ること、日本全体

候 えようとしている。 するための努力や工夫に 地図や雨温図など の視 野から見て国

・自然災害と防災への取 ついて考察している。 にまとめたりしてい 内の地形や気候の

組 る。 特色や分布には地

域差があること、

暮らしに影響を与

える様々な災害が

あることを理解し、

その知識を地図上

で身 に 付 け てい

る。

２節 ①日本の人口構成や人 ①主題図や統計資料など ①人口構成や人口 ①人口構成や人口

世界からみた日本の人口 口分布が大きくかたよ から，世界の人口の過密・分布の特色を考察 分布の特色を考察

・世界の人口分布と変化 っていることに関心を持 急増地域の分布をとらえ するために，人口 するために，人口

・日本の人口と人口問題 ち，高齢化や少子化， るとともに，その原因や背 ピラミッドや分布図 ピラミッドや分布図

・日本の過疎・過密問題 過疎・過密がもたらす社 景，問題点について考察 を作成し，活用して を作成し，活用して

会的な課題について意 し，簡単な説明文にまとめ いる。 いる。

欲的に追究し，とらえよ るなど適切に表現してい ②日本の過疎・過 ②日本の過疎・過

うとしている。 る。 密地域の特色を考 密地域の特色を考

②日本の過疎・過密地域 察するために，各 察するために，各

では，暮らしのうえでどの 種 の 情 報 を収 集 種 の 情 報 を収 集

ような課題をかかえている し，選択して活用し し，選択して活用し

かを考察している。 ている。 ている。

世 界 か ら見

３節 ①資源やエネルギーの ①世界や日本の資源・エ ①日本の資源・エ ①日本の産業の大 た日 本 の す

世界から見た日本の資源 大量消費により，地球 ネルギー問題について， ネルギーと産業に まかな地域特性及 がた（３）

・エネルギーと産業 温暖化など環境問題が 環境問題と関連付けて多 関する特色を，分 びそれぞれの産業

・世界の資源・エネルギー 世界的な問題になって 面的・多角的に考察し，簡 布図やグラフなど の特色や課題につ

と産業 いること，持続可能な社 単な説明文にまとめるな 様々な資料から読 いて理解し，その

・日本の資源・エネルギー 会を実現するために再 ど適切に表現している。 み取ったり，図表 知識を身に付けて

と環境問題 生可能な新エネルギー ②日本の産業の特色と課 などにまとめたりし いる。
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・日本の農林水産業 を利用する取り組みが 題について，世界の産業 ている。 ②日本は環境問題

・日本の工業 日本各地でなされてい と比較し関連付けて考察 への対策として，

・日本の商業・サービス業 ることに関心を持ち，意 している。 再生可能エネルギ

欲的にとらえようとして ーの利用やリサイ

いる。 クル へ の 取 り組

②変化する日本の農業 み，省エネ対策の

や 工 業 の 学 習 を通 し 技術開発に力を入

て，農産物の貿易自由 れていることを理

化と日本の食料自給率 解している。

についての課題意識や

先進工業国である日本

の課題に関心を持ち，

これからの日本の産業

のあり方を考察してい

７ る。

月 ４節 ①日本国内の交通・通 ① 交 通 ・通 信 網 の 発 達 ①世界各地・日本 ①交通網の発達で

世界と日本の結びつき 信網の整備は，生活を は，世界各地・日本国内 国内の各地域の結 日本の貿易の内容

・グローバル化が進む世 便利に，豊かにする反 の主要都市間を強く結び び付きが変化して が変化しているこ

界 面，地域間の格差を生 付けるが，その結果として いる様子を地図や とや，国内の交通

・日本各地を結ぶ交通・通 み，過疎化する地域を 発展する地域と過疎化す 図表などから読み 網の整備が人々の

信 生み出すなど，人々の る地域が生じることを考察 取ったり，適切にま 暮らしに大きな変

生活に大きく影響してい し，簡単な説明文にまとめ とめたりしている 化をもたらしている

ることに関心を持ち，意 るなど適切に表現してい 様子を理解し，そ

欲的にとらえようとして る。 の知識を身に付け

いる。 ている。

第３章 １節 九州地方 ①九州地方の自然環 ①九州地方の地域的特色 ①九州地方の地域 ①九州地方につい 日本の諸地

日本の諸地 九州地方の生活の舞台 境，人口，産業などの を，環境問題や環境保全 的特色に関する各 て，自然環境や人 域～九州地

域 ・九州地方の人々の営み 特色について概観する を中核とした考察を基に 種の地図や統計， 口，産業などの特 方・中国・四

・多様な環境問題と環境 中で，特に自然災害や 多面的・多角的に考察し， 写真などの資料を 色を大まかにとら 国地方

保全の取り組み 公害に関心を持ち，設 その過程や結果を適切に 収集している。 えている。

定した追究テーマを基 表現している。 ②収集した資料か ②九州地方につい

・工業化・都市化にともな に地域的特色を意欲的 ②環境問題や環境保全 ら，九州地方の地 て，環境問題や環

う地域への影響 に追究 しようとしてい を，産業や地域開発の動 域 的 特 色 につい 境保全を中核とし

・持続可能な社会をつくる る。 向，人々の生活などと関 て，有用な情報を た考察を基に地域

②持続可能な社会の構 連付けて考察している。 適切に選択して， 的特色を理解し，

築に関心を持ち，身近 それを基に読み取 その知識を身に付

な地域や国内外の環境 ったり図表などに けている

問題や環境保全に関心 まとめたりしてい

を持っている。 る。

９ ２節 中国・四国地方 ①中国・四国地方の自 ①中国・四国地方の地域 ①中国・四国地方 ①中国・四国地方

月 ・中国・四国地方の生活の 然環境，人口，産業な 的特色を，人口や都市・の地域的特色に関 の地域的特色に関

舞台 どの特色について概観 村落を中核とした考察を する各種の地図や する各種の地図や

・中国・四国地方の人々の する中で，特に交通網 基に多面的・多角的に考 統計，写真などの 統計，写真などの

営み の整備と都市と農村の 察し，その過程や結果を 資料を収集してい 資料を収集してい

・都市の役割とその課題 変化に関心を持ち，設 適切に表現している。 る。 る。

・高齢化が進む農村と町 定した追究テーマを基 ②都市と農村の変化を， ②収集した資料か ②収集した資料か

おこし に地域的特色を意欲的 自然環境や人々の生活， ら，中国・四国地方 ら，中国・四国地方

・交通網の発展による地 に追究 しようとしてい 産業などと関連付けて考 の地域的特色につ の地域的特色につ

域の変化 る。 察している いて，有用な情報 いて，有用な情報

③過疎・過密地域のか を適 切 に 選 択 し を適 切 に 選 択 し

かえる問題について， て，それを基に読 て，それを基に読

身近な地域などの事象 み取ったり図表な み取ったり図表な

も含めて，広く関心を持 どにまとめたりして どにまとめたりして

っている。 いる。 いる。

３節 近畿地方 ①近畿地方の自然環 ①近畿地方の自然環境， ①近畿地方の地域 ①近畿地方につい 日本の諸地

・近畿地方の生活の舞台 境，人口，産業などの 人口，産業などの特色に 的特色に関する各 て，自然環境や人 域 （２）近 畿

・近畿地方の人々の営み 特色について概観する ついて概観する中で，特 種の地図や統計， 口，産業などの特 地方

・古都の成り立ちと現在 中で，特に伝統的な文 に伝統的な文化と歴史的 写真などの資料を 色を大まかにとら

・都市と郊外の成り立ち 化と歴史的背景に関心 背景に関心を持ち，設 定 収集している。 えている。

・現代に開発されたニュー を持ち，設 定した追究テ した追究テーマを基に地 ②収集した資料か ②近畿地方につい

タウン ーマを基に地域的特色 域的特色を意欲的に追究 ら，近畿地方の地 て，歴史的背景を

を意欲的に追究しようと しようとしている。 域 的 特 色 につい 中核とした考察を

している。 ②様々な都市の形成，歴 て，有用な情報を 基に地域的特色を

②様々な都市の形成， 史的な景観や伝統的な文 適切に選択して， 理解し，その知識

歴史的な景観や伝統的 化の継承・保存について， それを基に読み取 を身 に 付 け てい

な文化の継承・保存に 関心を持っている。 ったり図表などに る。
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ついて，関心を持ってい まとめたりしてい

る。 る。

４節 中部地方 ①中部地方の自然環 ①中部地方の地域的特色 ①中部地方の地域 ①中部地方につい 日本の諸地

・中部地方の生活の舞台 境，人口，産業などの を，産業を中核とした考察 的特色に関する各 て，自然環境や人 域 （３）中 部

・中部地方の人々の営み 特色について概観する を基に多面的・多角的に 種の地図や統計， 口，産業などの特 地方

・工業の発展と地域の変 中で，特に三つの地域 考察し，その過程や結果 写真などの資料を 色を大まかにとら

化 の産業に関心を持ち， を適切に表現している。 収集している。 えている。

・自然環境を生かした各 設 定した追究テーマを ②中部地方の産業の地域 ②収集した資料か ②中部地方につい

地の農業 基に地域的特色を意欲 的な違いについて，地形 ら，中部地方の地 て，産業を中核とし

・世界と結びつく中部地方 的に追究しようとしてい や気候などの自然的条件 域 的 特 色 につい た考察を基に地域

る。 と，交通網や外国との関 て，有用な情報を 的特色を理解し，

②地域の産業を，自然 係などの社会的条件との 適切に選択して， その知識を身に付

環境や社会的条件の変 両面から考察して，各地 それを基に読み取 けている。

化，外国とのつながりな 域の特色をとらえている。 ったり図表などに

どと関連させて，意欲的 まとめたりしてい

に追究 しようとしてい る。

る。

１０ ５節 関東地方 ①関東地方の自然環 ①関東地方の地域的特色 ①関東地方の地域 ①関東地方につい 日本の諸地

月 ・関東地方の生活の舞台 境，人口，産業などの を，他地域との結び付きを 的特色に関する各 て，自然環境や人 域 （４）関 東

・関東地方の人々の営み 特色について概観する 中核とした考察を基に多 種の地図や統計， 口，産業などの特 地方

・首都・東京と各地の結び 中で，特に他地域との 面的・多角的に考察し，そ 写真などの資料を 色を大まかにとら

つき 結 び付 きに関 心 を持 の過程や結果を適切に表 収集している。 えている。

・各地との結びつきで成り ち，設 定した追究テーマ 現している。 ②収集した資料か ②関東地方につい

立つ産業と生活 を基に地域的特色を意 ②地域間の結び付きとそ ら，関東地方の地 て，他地域との結

・世界への窓口・日本の中 欲的に追究しようとして の変容について，相互依 域 的 特 色 につい び付きを中核とし

心 いる。 存関係や競合関係などに て，有用な情報を た考察を基に地域

② 東 京 と関 東 地 方各 着目して考察している。 適切に選択して， 的特色を理解し，

地 ，関 東 地 方 と他 地 それを基に読み取 その知識を身に付

方，関東地方と世界各 ったり図表などに けている

地との結び付きについ まとめたりしてい

て関心を持ち，そのあり る。

方について意欲的に追

究しようとしている。

６節 東北地方 ①東北地方の自然環 ①東北地方の地域的特色 ①東北地方の地域 ①東北地方につい

・東北地方の生活の舞台 境，人口，産業などの を，生活・文化を中核とし 的特色に関する各 て，自然環境や人

・東北地方の人々の営み 特色について概観する た考察を基に多面的・多 種の地図や統計， 口，産業などの特

・伝統的な生活や文化を 中で，特に伝統的な生 角的に考察し，その過程 写真などの資料を 色を大まかにとら

守る 活 や文 化 に関心 を持 や結果を適切に表現して 収集している。 えている。

・伝統産業と新しい産業 ち，設 定した追究テーマ いる。 ②収集した資料か ②東北地方につい

・新しい文化の形成と地域 を基に地域的特色を意 ②東北地方の生活・文化 ら，東北地方の地 て，生活・文化を中

の変化 欲的に追究しようとして の変容を，交通の発達や 域 的 特 色 につい 核とした考察を基

いる。 国際化など他地域との結 て，有用な情報を に地域的特色を理

②東北地方の祭りや伝 び付きに着目してとらえて 適切に選択して， 解し，その知識を

統産業などとともに，身 いる。 それを基に読み取 身

近な地域の祭りや伝統 ったり図表などに に付けている。

産業にも関心が高まっ まとめたりしてい

ている。 る。

７節 北海道地方 ①北海道地方の自然環 ①北海道地方の地域的特 ①北海道地方の地 ①北海道地方につ 日本の諸地

・北海道地方の生活の舞 境，人口，産 色を，自然環境を中核とし 域的特色に関する いて，自然環境や 域（５）東北・

台 業などの特色について た考察を基に多面的・多 各 種 の 地 図 や 統 人口，産業などの 北海道地方

・北海道地方の人々の営 概観する中で，特に広 角的に考察し，その過程 計，写真などの資 特色を大まかにと

み 大で冷涼な自然環境に や結果を適切に表現して 料を収集している。 らえている。

・特色ある自然と人々のく関心を持ち，設 定した いる。 ②収集した資料か ②北海道地方につ

ふう 追究テーマを基に地域 ②北海道地方の人々の生 ら，北海道地方の いて，自然環境を

・畑作物・酪農製品づくり 的特色を意欲的に追究 活や産業を自然環境の特 地域的特色につい 中核とした考察を

とその活用 しようとしている。 色とともに，社会的条件と て，有用な情報を 基に地域的特色を

・自然の特色を生かしたま ②防災対策への関心を も関連付けて考察してい 適切に選択して， 理解し，その知識

ちづくりと産業 高め，それを意欲的に る。 それを基に読み取 を身 に 付 け てい

追究し，とらえようとして ったり図表などに る。

いる。 まとめたりしてい

る。

１１ ８節 日本をながめて ①日本の地域的特色に ①これまでに学習した日 ①これまでの学習 ①様々な視 点から

月 対する関心を高め，こ 本の諸地域の地域的特色 で使用した各種の 日本の地域的特色

れまでの学習で得た知 を基に，日本全体の地域 地図や統計，写真 を理解し，その知

識を活用しながら意欲 的特色としてとらえ直し， などの資料から， 識を身に付けてい

的に追究し，とらえよう 学習してきた七つの視 点 日本全体の地域的 る。
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としている。 から多面的・多角的に考 特色について有用

察している。 な情報を適切に選

②多面的・多角的に考 択して，読み取っ

察した過程や結果を，適 たりまとめたりして

切に表現している。 いる。

第４章 ・身近な地域を見直そう ①身近な地域の調査に ①身近な地域の地理的事 ①地図や写真，統 ①縮尺，方位，等 身 近な地 域

身 近な地 域 ・テーマを決めて調査計画 対する関心を高め，意 象を，位置や空間的な広 計など身近な地域 高線，地図記号な の調査

の調査 を立てよう 欲的に情報を収集し， がりとのかかわりからとら に関する様々な資 ど地形図の読み取

・野外観察や聞き取り調 調査に取り組んでいる。えて，適切な調査テーマを 料を収集し，それら り方を身に付けて

査をしよう 設 定している。 の中から有用な情 いる。

・資料を調べて調査を深 ②身近な地域の特色や ②調査テーマについて， 報を選択して，地 ② 読 図 ，野 外 観

めよう 課題に関心を持ち，より 地域の自然環境や他地域 域の特色や課題， 察，聞き取り調査，

・調査結果をまとめよう よい地域の発展につい との結び付き，人々の営 変化の様子を読み 文献調査などの地

・発表会をして地域の将 て考え，努力しようとし みとのかかわりから，多面 取っている。 域調査の方法やま

来像を考えよう ている。 的・多角的に考察してい ②土地利用図，分 とめ方を理解し，そ

る。 布図，棒グラフ，円 の知識を身に付け

グラフ，統計などを ている。

活用・作成する技

能を身に付けてい

る。

③調査の動機と目

的，調査方法と経

過，調査結果と分

析などを地図や図

表を用いてわかり

やすくまとめ，発表

している。

１２ 第４章 ２節江戸幕府の成立と鎖 ①江戸幕府と藩による ①江戸幕府が大名に対し ①キリスト教の禁 ①貿易の四つの窓 中世から近

月 近世の日本 国 支配が確立していった て行 った政 策 を三 つ挙 止と貿易統制まで 口のうち，オランダ 代へ

・江戸幕府の成立と支配 ことについての関心を げ，そのねらいと効果につ の流れについて， と清，朝鮮への窓

のしくみ 高め，意欲的に追究し， いても自分の言葉で適切 年表や教科書の本 口の場所と貿易な

・さまざまな身分とくらし 江戸幕府の政治・経済・に表現している。 文から適切なこと どの 関 係 を理 解

・貿易の振興から鎖国へ 社会の特色をとらえよう ②江戸幕府が行った対外 がらを読み取って し，その知識を身

・鎖国下の対外政策 としている。 政策について、なぜ鎖国 いる。 につけている。

３節産業の発達と幕府政 ②中世と近世の武家政 政策を行うようになったの ②武士，百姓，町 ②朱子学とはどの

治の動き 治の違いやそれぞれの かを大名統制・禁教政策 人のくらし，仕事， ような考えを基本と

・農業や諸産業の発達 時代の特色を考え，自 の視 点から考察し、説明 権利などについて するもので，なぜ

・都市の繁栄と元禄文化 分の言葉で表現しようと することができる。 適切に読み取り， 幕府がこれを重

１ ・享保の改革と社会の変 している。 ③元禄文化の特色とその 表にまとめている。 んじたのかを理解

月 化 ③身分制度の確立及び ような文化が生まれた背 ③田沼意次と松平 し，その知識を身

農村のようす，産業や 景を考え，自分の言葉で 定信による改革の につけている。

交通の発達，町人文化 適切に表現している。 方針と対策につい ③商品作物とはど 江戸幕府の

や各地方の生活文化な て，田沼意次は商 のようなもので，そ 成立と鎖国

どについての関心を高 品の流通や貿易か れらの生産がさか

め，意欲的に追究し，さ ら得られる利益に んになった理由を

まざまな文化遺産を尊 注目し，一方の松 理解している。

重しようとしている。 平定信は農村の立

て直しを重視したこ

となどに着目して，

くふうして表にまと

めている。

第５章 １節欧米の進出と日本の ①産業革命が世界に与 ①国学や蘭学といった学 ①幕府と討幕派の ①廃藩置県を行う

開 国 と近 代 開国 えた影響について、欧 問の発達によってどのよう 動きを開国から明 ことで、なぜ、中央 産業の発達

日本の歩み ・近代革命の時代 米諸国の植民地獲得と な時代の変化が生まれる 治維新まで年表に 集権国家の実現に と幕 府 政 治

・産業革命と欧米諸国 鎖国化の日本への接近 ことになったかを考え，根 適切にまとめること なるのかを、江戸 の動き

２ ・ヨーロッパのアジア侵略・について関心を高め、 拠をもって自分の言葉で ができる。 時代の支配の仕組

月 開国と不平等条約 意欲的に追求しようとし 適切に表現している。 ②文明開化の様子 みと比較しながら

・江戸幕府の滅亡 ている。 ②近世の武士の立場が， を各資料を通して、その 理 由 を理 解

２節明治維新 ②社会の変動や欧米諸 室町時代までの武士と比 新しく日本に伝わ し、知識として身に

・新政府の成立 国の接近，幕府の政治 べてどのように変化したか ったものを適切に つけている。

・明治維新の三大改革 改革，新しい学問・思想 を絵画資料から読み取り 読み取っている。 ②学生・徴兵令・地

・世界とつながる日本と文 の動きなどから，幕府 ながら，政治面から近世と ②不平等条約につ 租改正について、

明開化 の政治が次第に行き詰 いう時代を大観し，適切に いての流れを当時 日本の近代化にと

・岩倉使節団と殖産興業 まりをみせたことについ 表現している。また，鉄砲 の日本や諸外国の ってなぜ必要だっ 産業の発達

・近代的な国際関係 ての関心を高め，意欲 やキリスト教，千歯こきの 情勢をふまえて適 たのかを理解し、 と幕 府 政 治

・自由民権運動の高まり 的に追究し，さまざまな ように，全国各地に広まる 切にまとめることが 知識として身につ の動き
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・立憲性国家の成立 文化遺産を尊重しようと ようになった文物によっ できる。 けている。

３節日清・日露戦争と近代 している。 て，どのような社会の変化 ③日本の工業化の ③帝国主義とはど

産業 ③明治維新と日本の近 がおこったかを考え，経済 進展について、軽 のような動きなの

・欧米列強の侵略と条約 代化について、中央集 ・社会面から近世という時 工業と重工業に分 かを知識として身

改正 権化の動きと自由民権 代を大観し，適切に表現し けて適切に表現し につけている。 欧米の進出

・日清戦争 運動について関心を高 ている。 ている。また、八幡 ④日清・日露戦争 と日 本 の 開

・日露戦争 め、意欲的に追求しよう ③大日本帝国憲法の内容 製鉄所の建設 と重 のについて、戦争 国

・韓国と中国 としている。 と課題について、現代と比 工業の進展につい 当事国だけでなく、

・産業革命の進展 ④日清・日露戦争を経 較して適切に説明してい て、立地と資源の 欧米各国や韓国併

・近代文化の形成 て、日本が欧米列強に る。 関係を地図上で適 合などと関連連付

並ぶ強国になった動き 切 に 表 現 してい けながら理解し、

と中国・韓国との関係に る。 知識として身につ

ついて関心を持ち、意 けている。

欲的に追求しようとして 明 治 維 新

いる。 （１）

第６章 １節第一次世界大戦と日 ①二度の世界大戦が起 ①第一次世界大戦が始ま ①国際協調と民族 ①第一次世界大戦

二度の世界 本 こった背景について関 ってから日本が好景気に 独立運動の具体的 中とロシア革命お

３ 大戦と日本 ・第一次世界大戦 心を持ち、戦争が起き なった理由とその影響を な事例と，日本へ よびその後の日本

月 ・ロシア革命 た理由について追及し 理解し，適切に表現してい の影響をそれぞれ や世界の動きにつ

・国際協調の高まり ようとしている。 る。 表や図に整理して いて理解し，その

・アジアの民族運動 ②戦争がもたらす人々 ②日本にとってパリ講和 適切にまとめてい 知識を身につけて

・大正デモクラシーと政党 への生活への影響や国 会議とワシントン会議の， る。 いる。 明 治 維 新

内閣の成立 家間の関係について関 どちらがより重要だった ②国際協調と民族 ②第二次世界大戦 （２）

・広がる社会運動と普通 心を持っている。 か，適切な理由を挙げな 独立運動の具体的 と戦時下の国民生

選挙の実現 ③第一次世界大戦後の がら自分の考えを表現し な事例と，日本へ 活、アジアの国々

・新しい文化と生活 民主主義の進展から第 ている。 の影響をそれぞれ の様子について理

２節世界恐慌と日本の中 二次世界大戦までの政 ③護憲運動の特色を自由 表や図に整理して 解し、その知識を

国侵略 治の変化について、な 民権運動との違いに着目 適切にまとめてい 身につけている。

・成果恐慌とブロック経済 ぜ日本が軍国主義化し しながら考え，適切に表現 る。 ③世界恐慌の原因

・欧米の情勢と日本 ていったのかについて している。 ③第一次世界大戦 と国別の対応につ 日清日露戦

・日本の中国侵略 関心を持ち、意欲的に ④世界恐慌が世界や日本 後の国際協調と民 いて理解し、その 争 と近 代 産

・日中全面戦争 追求しようとしている。 の政治にどのような変化 主主義の進展、普 知識を身につけて 業

３節 第二次世界大戦と を起こしたのかを理解し、 通選挙の実現につ いる。

日本 適切に表現している。 いて適切にまとめ

・第二次世界大戦の始ま ることができる。

り

・太平洋戦争の開始

・戦時下の人々

・戦争の終結


